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期間の設定方法は3通り

②開始日を設定後、
暦日日数を入力、
計算ボタンを選択、
終了日を自動計算

③開始日を設定後、
稼働日数を入力、
計算ボタンを選択、
終了日を自動計算

※稼働日数を利用するときは、
先に、年間休日・週間休日・
ハッピーマンデーを設定

CDPM-X64からの仕様

項目タブでは
空白行の行数を設定
※オリジナルの
項目データは新規作成後、
作業名などに適用可能

書式タブでは
用紙のサイズを設定
※オリジナルの
書式データは
新規作成後に適用可能

①開始日・終了日を設定



CDPM-X64からは、項目行への作業名自動保存は行いません。
予め、作業名の登録を「KItem-X64」でデータを作成し、
登録しておくことでリストからの選択を行えます。

登録済の項目データを利用し、作業線に文字を入力する方法をご紹介

選択したデータを補助項目ビューに表示

ナビゲーションバーのライブラリを選択

項目ライブラリを選択

ItemLibフォルダに保存したデータを名前一覧に表示
名前一覧からデータ名を選択



補助項目ビューにデータを設定すると
作業線を入力した直後、データをリストに表示。
リストから作業名を選択すると作業線に反映。

2つの作業線の間に作業線を挿入：Ctrlキーを押しながら、結合点をドラッグ

2つの作業線を分割：Shiftキーを押しながら、結合点をドラッグ

データコピー：データ選択後、Ctrlキー＋Cキー

キーボード操作をご紹介

データ貼り付け：Ctrlキー＋Vキー

データ切り取り：データ選択後、Ctrlキー＋Xキー



1次内装工事に設備作業員の人数をリソースデータとして入力済

データタブ内「資源累積線」の機能を利用し、
1次内装工事の設備作業員のリソースデータをグラフで表示



コピーした作業線データを貼り付け

コピーデータに1次内装工事のリソースデータも含まれるためグラフにも反映
1次内装工事の作業線が重なっている日に山ができた。

コピー貼り付けしたデータには
1次内装工事のリソースデータも含む。

複数データをコピー
ALC工事から2次内装工事まで選択し、コピー



3つの1次内装工事作業線を選択、
プロパティビュー工程内、連動フラグを非連動に設定、
その後、所要日数を5に設定すると所要日数を一括変更

実働日数７日間に対して、所要日数を５日間に設定し、２日間余裕を持たせることで、
3階までの設備作業員数を平準化できるシュミレーションを作成



クリティカルパスの設定
クリティカルパスを開始する結合点を開始点に設定

データタブ内クリティカルパスボタンを選択

「最初に最短工程を計算しますか？」メッセージに対し、
はい：フロートがある作業線はフロート0に自動調整後、クリティカルパスを表示
いいえ：現状でクリティカルパスを表示



イベント入力
定期的なイベントも生成可能

クリティカルパスには蛍光色を表示。
蛍光色は経路を確認するための表示になり、印刷時には反映しません。
印刷時の設定は経路を確認後、任意のクリティカル作業線上で右クリック、
クリティカル表示属性を選択し、
線の太さや色を変更すると全てのクリティカル作業線に反映します。



注釈データはコピー可能
データ選択後、Ctrlキーを押しながらドラッグしてコピー



実施工程をバーチャートで表現
レイヤ毎に、ネットワーク・バーチャートに設定可能

計画工程レイヤをコピーし、実施工程を作成・編集



日々の進捗状況を稲妻型の進捗線で表現

ネットワーク作業線とバーチャート作業線を同時表示

フォームビューで印刷時のデータを確認

印刷時のデータを1ページに収まるよう設定



計画工程作業線の所要日数データを基に、
資源累積線の機能を利用し、書式上に出来高曲線を表示



CDPM-X64のブラウザビュー内、ご要望改善を選択、
進捗データ登録を利用して、実績出来高グラフを作成。
このデータでは、期間途中までのグラフ表示が可能。

※ご要望改善では、お客様からお寄せ頂きましたご要望を
CDPM-X64本体の改善前に、プラスウエブ機能による
改善提案を実施しております。
お試し後のご意見も是非お聞かせください。



CDPM側で計算した進捗率とは別に、
ユーザー進捗率では数値の入力を行えます。

ご要望改善にある、進捗データ登録を選択し、
進捗線表示日の進捗率を登録すると、
出来高グラフに反映します。

登録済進捗率が
CDPMまたはユーザー入力の数値かは、査証欄で確認可能。



シングルビューアでは、選択した1つのJson形式のデータを、
時系列、月間、週間、一覧の異なる表現で表示します。

CDPM-X64から採用の、
Json形式を読み込み、
データを表示します。

CDPM-X64 シングルビューアβ版のご案内

概要画面に表示する進捗率は、
ご要望改善の進捗データ入力を利用し、
登録した数値を表示します。



複数のJson形式データを同時に確認できるビューアです。

CDPM-X64マルチビューアβ版のご案内

設定画面では、複数のJson形式データを選択します。



プロジェクトフィルタでは、設定した複数Jsonデータを表示。
左側のマークをクリックして閲覧対象の選択可能。

作業名フィルタでは、選択した複数のJsonデータの作業名を一覧表示。
左側チェックボックスを選択して表示対象の作業名の選択可能。

時系列では、選択した複数のJsonデータを色分けして表示



作業名フィルタの左側チェックボックスで、時系列に表示する作業名を設定。
この画面では、CON打設、捨CON打設、梁CON打設にチェック。

時系列（タイムライン）に、選択した3つの作業名のみ表示します。
色は、プロジェクトフィルタのデータの色に該当します。



作業の選択から、作業名を選択

生成AIを利用した、安全項目リスク分析のご紹介

※現在、編集ボタンは利用できません。
また、CDPM-X64本体には直接表示ができません。Json形式のデータとして保存します。

CDPM-X64のブラウザビュー内、サービスを選択、CDPM-X64 プラスウェブ サービスサイト（Edge版）内安全項目を選択

生成データは画面に表示、不要データは削除可能。

保存した安全項目のデータ確認は、
CDPM-X64 プラスウェブ 
サービスサイト（Edge版）内
週間情報を選択、週を選択、
安全項目タブを選択して確認。

リスク分析ボタンを選択すると、AIがリスク分析情報を生成

分析には数分時間が掛かります。



データの共有化と２次利用 (データ・ポータビリティ)
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CDPM-X64

ご検討よろしくお願いいたします。

オンラインでのデモンストレーションも承っております。

お気軽にご連絡を頂ければ幸いでございます。
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